
「津波は逃げるが勝ち！」揺れてから、
５分で逃げれば被災者０

ゼロ
！

6-2015将来は消防士
ー 防災フェア ー
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尾鷲市 "食 " のまちづくり
基本計画ができました ! !

　尾鷲市「食」のまちづくりについて、基本理念、基本目標、取組み概要などを「食」のまちづくり基本計画としてと
りまとめました。食をテーマとして、横断的かつ連動したまちづくりを、総合的に進めていくことを目指し、食で攻める、
食で守るという視点で取組みをまとめています。
　尾鷲市には、自然の恵みによる食、また、先人達に残していただいた技による食の大きな財産があります。この財
産により、私たちは、生命、健康を守り、生活していくための産業を興し、地域ごとの文化や伝統を継承してきました。
現在では、この食をいかした地域教育や、観光、物産での交流を進めています。これら、あらゆる分野における営み・
活動を食で守るという観念で、食によるまちづくりを進めていきます。一方で、食で守るという営み・活動を外部に
情報として発信することで、外部から見れば、食で攻めることにもつながることからも、食で守る仕組みを構築し、
食による横断的かつ連動した取組みを進め、食に関わるさまざまな分野の異なる事業が相互関与しながら効果を創出
し、関係者と連携・協力を図りながら、総合的なまちづくりを推進していきます。

　本市では、食によるまちづくりを進めるため、この計画における「食で攻める」「食で守る」
の視点での基本目標を定め、その実現をめざしていきます。下の図はそれぞれの視点でのイメー
ジ図になります。

基本理念 食でつなぐ伝統と未来　おわせ人の笑顔と活力あふれるまちづくり

食で攻める
食のまち尾鷲としての地域ブランド化をめざして

尾鷲の食の魅力を磨き上げ、地域内外の皆さんに発信、
提供、楽しんでもらうことで、地域にお金を循環させ、
経済活性化の起爆剤とする。

食をテーマとした
地域ブランド化の
視点

モノづくり　人づくり　場づくり
ファンづくり　イメージづくり
しくみづくり

基本目標
（５つの柱）

安定的な生産・供給体制を整備する

地域食材の付加価値を高める

地域食材の販路を拡大する

食をテーマとした観光による交流

食に関する情報発信を強化する

食で守る
食のまち尾鷲ならではの食育による人づくり

尾鷲の魅力を活用し、ライフステージに応じた食育に
より、尾鷲ならではの「食」によるまちづくり、おわ
せ人づくりを推進する。

基本目標
（３つの柱）

おわせ人の健康を守る
おわせ人の教育を守る
おわせ人の文化・伝統・集落を守る

ライフステージに応じた食育のポイント
ライフ
ステージ 年齢 食育のポイント

妊娠（胎
児）期 ー ママの体とお腹の赤ちゃんに

栄養を届ける

乳幼児期 ０歳～５歳 食べる意欲の基礎をつくり、
食の体験を広げる

学童期 ６歳～ 12 歳 食の体験を深め、自分らしい
食生活を実現する思春期 13 歳～ 19 歳

成人期 20 歳～ 64 歳 健全な食生活を実践し、次世
代へ伝える

高齢期 65 歳以上
食を通じた豊かな生活の実
現、次世代へ食文化や食の知
識や経験を伝える

お問い合わせ　水産商工食のまち課　☎㉓８２１５

～ 計画の基本構想の概要についてお知らせします ～

基本目標

計画の期間 　平成 27 年度から平成 31 年度までの５年間です。

※ 市ホームページでは、【尾鷲市「食」のまちづくり基本計画】の詳細な内容を掲載しています。
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知りたいことにお答えします！
　市政について、よくわからないことやみんなで一緒に考えたい問題はありませんか？  市では、皆さんが関心を持っ
ているテーマに、担当職員が直接出向いてお話しする「尾鷲市出前トーク（こーしょうらい）」を行っています。
　暮らしに身近な問題から将来のまちづくりまで、48 のテ－マを用意しました。テ－マを選んでみんなで一緒に考え
ましょう。ぜひ、ご利用ください。

◇対　　象　　市内在住か在勤・在学の 10 人以上のグループ
◇実施日時　　各団体のご都合に合わせ、午前９時から午後９時までの間に 90 分程度（年末年始を除く）
◇会　　場　　各団体が指定した場所
◇申込方法     希望する日の２週間前までに、ファクス・電子メール（koho@city.owase.lg.jp）・郵送で受け付けます。

希望テ－マを一つ選び、申込用紙に、日時、団体名、代表者住所・氏名・電話番号、参加予定人数、会場
名を記入して、申込してください。なお、「テ－マ一覧」や「申込用紙」は、市のホ－ムペ－ジにも掲
載しています。

平成 2 7 年度　尾鷲市出前トークテーマ

申込・お問い合わせ　市長公室　☎㉓８１３２　FAX㉒２１１１

協働・安全・人権 18 生活習慣病予防 35 学校防災教育

１ 市民参画のまちづくり 19 うつ予防講座 36 情報教育

２ 広報広聴活動 20 歯周病予防・口腔ケア（ 高齢者
のお口の健康）について 37 尾鷲市の文化財

3 統計 21 タバコのお話（ 禁煙で HAPPY
を増やしましょう） 38 読書活動の推進

4 行財政改革 22 尾鷲総合病院について 環境・都市基盤整備

5 情報公開条例・個人情報保護
条例 産業・集客交流 39 生活排水対策

6 財政 23 「県立熊野古道センター」および
「夢古道おわせ」について 40 浄化槽の維持管理

7 市税 24 海洋深層水 41 ゴミの出し方（分別・リサイク
ル）

健康・福祉 25 集客交流型のまちづくり 42 地震・津波対策

8 尾鷲市子ども・子育て支援事業
計画 26 産業振興・起業支援等について 43 交通安全への取組み

9 尾鷲市高齢者保健福祉計画 27 尾鷲市の漁業 44 高速道路の進捗状況

10 介護保険制度の改正について 28 漁業への就業促進の取組み 45 木造住宅対震診断

11 尾鷲市健康増進計画 29 藻場造成と漁場環境保全 46 水道の話

12 認知症サポーター養成講座 30 栽培漁業への取組み 47 交通体系施策

13 福祉関係の諸制度 31 尾鷲市の林業 重点的な取組み

14 子どもの健康について 32 森林認証制度（ＦＳＣ） 48 尾鷲市「食」の基本計画

15 健康管理について 教育・文化・スポーツ

16 介護予防 33 教育委員会制度

17 メンタルパートナー養成講座 34 国際交流

尾鷲市出前トーク
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６
月
１
日
㈪
か
ら
、水
道
週
間

が
全
国
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
第
57
回
を
迎
え
た
今
回
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
は「
カ
ラ
カ
ラ
で 

蛇

口
に
飛
び
込
む 

僕
の
口
」で
す
。

　
水
道
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て

理
解
と
関
心
を
高
め
、生
活
に
欠

か
せ
な
い
水
、水
道
に
つ
い
て
考

え
る
週
間
で
す
。

　

水
道
は
生
活
に
必
要
不
可
欠

な
生
活
基
盤
施
設（
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
）と
し
て
、重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
が
、地
震
な
ど
の

災
害
に
強
い
水
道
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、水
道
施
設・管
路
の
耐
震

化
の
促
進
な
ど
、「
安
全
で
お
い

し
い
水
」を
供
給
す
る
た
め
の
取

組
み
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の

大
規
模
災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ

る
な
か
、将
来
に
わ
た
っ
て
安
全

で
お
い
し
い
水
を
安
定
供
給
す
る

た
め
、水
道
施
設
の
老
朽
化
や
、

地
震
災
害
対
策
を
計
画
的
に
推
進

す
る
と
と
も
に
、良
質
な
水
道
水

源
確
保
の
た
め
の
水
質
保
全
を
積

極
的
に
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

近
年
の
小
雨
傾
向
に
よ
る
渇
水
対

策
、水
道
水
源
の
汚
濁
に
対
す
る

水
質
保
全
対
策
な
ど
、良
質
な
水

道
水
の
供
給
が
求
め
ら
れ
て
い
る

な
か
、水
道
水
に
は
、51
項
目
の

水
質
基
準
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

水
道
部
で
は
、浄
水
場
や
家
庭
の

給
水
栓
で
、こ
の
水
質
基
準
に
適

合
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
検
査
を

実
施
し
て
い
る
ほ
か
、水
源
の
水

質
管
理
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
経
営
は
、公
営
企
業

と
し
て
一
般
会
計
か
ら
独
立
し
て

運
営
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

経
営
に
要
す
る
費
用
は
経
営
に
伴

う
収
入
、す
な
わ
ち
皆
様
か
ら
の

水
道
料
金
で
賄
っ
て
い
ま
す
。

　
費
用
の
内
訳
は
、水
道
施
設
建

設
の
た
め
に
借
入
れ
た
借
入
金

（
企
業
債
）の
支
払
利
息
や
、建

設
し
た
施
設
の
減
価
償
却
費
が
大

き
な
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。
水

道
水
を
安
定
供
給
す
る
た
め
、浄

水
場・
配
水
管
な
ど
の
固
定
資
産

の
維
持
管
理
や
、災
害
な
ど
に
備

え
る
た
め
の
水
道
施
設
の
整
備
・

更
新
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
水
道
部
で
は
、皆
様
か
ら
い
た

だ
い
た
水
道
料
金
を
適
正
か
つ
有

効
に
使
用
す
る
た
め
、よ
り
い
っ

そ
う
の
経
費
節
減
と
経
営
の
効
率

化
を
進
め
、「
安
全
で
お
い
し
い

水
」を
お
届
け
で
き
る
よ
う
努
め

ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
水
道
部　
☎
㉓
８
２
７
１

　
送
水
場
か
ら「
安
全
で
お
い
し

い
水
」を
送
っ
て
も
、工
事
方
法

が
適
正
で
な
か
っ
た
り
、使
わ
れ

て
い
る
水
道
管
や
器
具
に
欠
陥
が

あ
っ
た
場
合
、水
漏
れ
を
起
こ
し

た
り
飲
用
に
適
さ
な
い
水
に
な
っ

て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、水

道
の
工
事
は
市
の
指
定
を
受
け
た

工
事
事
業
者（
指
定
給
水
業
者
）

で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

水
道
を
新
設
す
る
場
合
や
改

造・修
繕・撤
去
な
ど
の
必
要
が
生

じ
た
と
き
は
、お
近
く
の
指
定
業

者
を
利
用
し
て
、無
届
工
事
や
不

適
正
な
工
事
の
防
止
に
、ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
工
事
を
依
頼
す
る
と
き
は

　
工
事
費
用
に
つ
い
て
は
依
頼
者

と
工
事
業
者
の
間
で
取
決
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
あ
ら
か
じ
め
、工
事
内
容
や
費

用
な
ど
に
つ
い
て
、複
数
の
業
者

に
見
積
り
を
し
て
も
ら
う
な
ど
、

事
前
に
十
分
な
検
討
を
行
い
、書

面
に
よ
る
契
約
を
行
っ
て
か
ら
工

事
に
か
か
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
水
道
部　
☎
㉓
８
２
７
３

健
全
な
水
道
事
業
の
経
営

に
努
め
て
い
ま
す

水
道
工
事
は「
尾
鷲
市
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
」

安
全
で
良
質
な
水
の
安
定

供
給
を
目
指
し
ま
す

カ
ラ
カ
ラ
で
　
蛇
口
に
飛
び
込
む
　
僕
の
口

水
道
週
間　
６
月
１
日
㈪
～
７
日
㈰



❺

検査頻度 検　査　内　容

毎　日 色・濁り・消毒の残留効果

毎　月
水質変化の指標となる項目

（大腸菌・一般細菌など９項目）

年３回
水質基準項目で省略できない項目

（シアン・クロロホルムなど25項目）

年１回
水質基準項目の全項目

（カドミウム・水銀など 51 項目）

平成 26 年度　尾鷲市上水道の主な水質検査結果
項　目 基準値（mg/l） 結果（mg/l）

一般細菌 100 個以下 0
大腸菌 検出されないこと 検出なし
ｶﾄﾞﾐｳﾑおよびその化合物 0.003 以下 0.0003 未満
水銀およびその化合物 0.0005 以下 0.00005 未満
ｾﾚﾝおよびその化合物 0.01 以下 0.001 未満
鉛およびその化合物 0.01 以下 0.001 未満
ﾋ素およびその化合物 0.01 以下 0.001 未満
六価ｸﾛﾑ化合物 0.05 以下 0.005 未満
ｼｱﾝ化物ｲｵﾝおよび塩化ｼｱﾝ 0.01 以下 0.001 未満
総ﾄﾘﾊﾛﾒﾀﾝ 0.1 以下 0.01 未満
ｱﾙﾐﾆｳﾑおよびその化合物 0.2 以下 0.02 未満
塩化物ｲｵﾝ 200 以下 3.6
ｶﾙｼｳﾑ、ﾏｸﾞﾈｼｳﾑなど（硬度） 300 以下 10
蒸発残留物 500 以下 29
有機物（TOC） 3 以下 0.3 未満
ｐH値 5.8 以上～ 8.6 以下 6.9
味 異常でないこと 異常なし
臭気 異常でないこと 異常なし
色度 5 度以下 0.5 度未満
濁度 2 度以下 0.08 度

　水道部では、皆様に安全でおいしい水をお届
けするため、水道水の水質管理に万全を期して
います。
　検査結果について、皆様に情報を提供しますの
で、お問い合わせください。
※検査の結果は、市のホームページ（http://
　www.city.owase.lg.jp/）で公開しています。

　お問い合わせ　水道部　☎�８２７４
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▼
古
紙
等
資
源
集
団
回
収
団
体

　
奨
励
金

　
地
域
で
自
主
的
に
古
紙
な
ど

の
回
収
活
動
を
行
っ
て
い
る
、

営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体
に

奨
励
金
を
交
付
し
て
、そ
の
活

動
を
支
援
し
ま
す
。
な
お
申
請

に
は
、あ
ら
か
じ
め
団
体
の
登

録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
★
奨
励
金
の
額

　
回
収
し
た
古
紙
類

１
㎏
当
た
り 

５
円

▼
環
境
保
全
対
策
資
材
購
入
費

　
補
助
金

　

電
動
生
ご
み
処
理
機
の
購

入
１
機
に
つ
き
、そ
の
購
入
費

用
の
２
分
の
１
の
額（
限
度
額

３
万
円
）を
、生
ご
み
処
理
容

器（
ぼ
か
し
容
器
、コ
ン
ポ
ス

ト
な
ど
）に
つ
い
て
は
、２
台

ま
で
の
購
入
に
対
し
そ
の
購
入

費
用
の
２
分
の
１
の
額（
限
度

額
３
千
円
）を
補
助
し
ま
す
。

※
申
請
は
必
ず
購
入
前
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。（
購
入
前
に
環

境
課
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

▼
合
併
処
理
浄
化
槽
設
備
整
備

　
事
業
補
助
金

　
『
合
併
処
理
浄
化
槽
』を
新

た
に
設
置
す
る
人
や
、「
単
独
処

理
浄
化
槽
」ま
た
は
、「
汲
み

取
り
便
槽
」か
ら『
合
併
処
理

浄
化
槽
』に
転
換
す
る
人
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
★
補
助
金
額

５
人
槽  

３
３
２
、０
０
０
円

７
人
槽  

４
１
４
、０
０
０
円

10
人
槽  

５
４
８
、０
０
０
円

撤
去
費    

９
０
、０
０
０
円

（
単
独
処
理
浄
化
槽

か
ら
の
転
換
時
）

配
管
費    

６
０
、０
０
０
円

（
す
べ
て
の
転
換
時
）

※
転
換
と
は
、単
独
処
理
浄

化
槽
や
汲
み
取
り
槽
か
ら
合

併
処
理
浄
化
槽
に
入
れ
替
え

る
こ
と
で
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

環
境
課　
☎
㉓
８
２
５
１

　
浄
化
槽
は
設
置
す
る
だ
け
で
は

正
し
く
機
能
し
ま
せ
ん
。
き
れ
い

な
川
や
海
を
守
る
た
め
に
、適
切

な
管
理
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

▼
保
守
点
検

　

浄
化
槽
が
正
常
に
機
能
す

る
よ
う
点
検（
年
３
回
以
上
）

の
ほ
か
、調
整
、修
理
、薬
剤

の
補
充
等
が
必
要
で
す
。

▼
清
掃

　

た
ま
っ
た
浄
化
槽
汚
泥
の

引
き
抜
き
が
必
要
で
す
。（
年

１
回
以
上
）

▼
法
定
検
査

　
浄
化
槽
が
本
来
の
能
力
を
発

揮
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
法
定

検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。（
浄
化
槽
設
置
後
３
～
８

カ
月
の
間
に
行
う「
設
置
後
の

水
質
検
査
」と
、そ
の
後
毎
年

１
回
行
う「
定
期
検
査
」が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。）

　
お
問
い
合
わ
せ

環
境
課　
☎
㉓
８
２
５
１

三
重
県
水
質
検
査
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
９
‐
２
１
３
‐
０
７
０
７

　
「
ご
み
出
し
３
原
則
」を
守
っ

て
、ご
み
を
出
し
ま
し
ょ
う！

　
分
別
で
資
源
に
変
わ
る
ご
み
も

あ
り
ま
す
。

◎
決
め
ら
れ
た
日
に

（
朝
８
時
ま
で
に
）

◎
決
め
ら
れ
た
物
を（
分
別
し
て
）

◎
決
め
ら
れ
た
場
所
へ

使
用
済
み
パ
ソ
コ
ン

　

昨
年
度
よ
り
、複
合
製
品
と
し

て
パ
ソ
コ
ン
本
体
と
そ
の
周
辺
機

器
を
回
収
し
て
い
ま
す（
清
掃
工

場
へ
の
持
ち
込
み
も
可
能
で
す
）。

た
だ
し
、デ
ー
タ
の
消
去
作
業
や

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
破
壊
作
業
は

行
い
ま
せ
ん
の
で
、必
要
な
場
合

は
、個
人
情
報
の
消
去
な
ど
を
事
前

に
行
っ
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

消
火
器
の
処
分

　

消
火
器
の
回
収
お
よ
び
受
け

入
れ
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

購
入
し
た
販
売
店
も
し
く
は
㈱

消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
セ
ン

タ
ー（
☎
０
３
‐
５
８
２
９
‐

６
７
７
３
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

紙
類
の
日

　
「
新
聞
紙
」の
分
別
場
所
へ
は

新
聞
紙
の
み
、「
段
ボ
ー
ル
」
の

分
別
場
所
へ
は
段
ボ
ー
ル
の
み
と

し
、広
告
等
の
チ
ラ
シ
や
雑
誌
類

は
す
べ
て「
そ
の
他
の
紙
」に
出

し
て
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
も
必

ず
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
か
、紙
ひ
も
で

し
ば
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、小
さ
な
も
の
で
も
10
㎝
四
方

以
上
の
紙
で
あ
れ
ば
貴
重
な
資
源

と
な
り
ま
す
の
で
、し
ば
っ
て
出

す
か
、雑
誌
に
挟
ん
だ
り
紙
封
筒

や
紙
袋
に
入
れ
る
等
、飛
び
散
ら

な
い
状
態
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

６
月
は
環
境
月
間

　
６
月
は「
環
境
月
間
」、６
月
５
日
は「
環
境
の
日
」と
し

て
全
国
的
に
環
境
保
全
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
郷
土
の
美
し
い
自
然
を
守
り
、住
み
よ
い
ま
ち
を

市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
創
造
し
て
い
く
た
め
、環
境
保
全
や

ご
み
の
減
量
化
、再
資
源
化
の
促
進
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

環
境
に
や
さ
し
い

補
助
金
い
ろ
い
ろ

浄
化
槽
の
管
理

ご
み
は
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
出
し
ま
し
ょ
う



❼

　
次
の
要
件
に
該
当
し
、自
分
で

ご
み
を
出
す
こ
と
が
困
難
な
人
の

家
庭
に
、ご
み
を
取
り
に
伺
い
ま

す
の
で
、ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

に
申
込
し
て
く
だ
さ
い
。

★
対
象
と
な
る
世
帯

①
65
歳
以
上
で
介
護
保
険
の
要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
一
人

暮
ら
し
の
世
帯

②
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
一
人

暮
ら
し
の
世
帯（
同
居
者
が
い

る
場
合
で
も
、同
居
者
が
高
齢

者
や
年
少
者
な
ど
で
あ
る
世

帯
は
対
象
と
な
り
ま
す
）

　
申
込・お
問
い
合
わ
せ

　
　
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

☎
㉒
０
６
０
５

　

収
集
が
可
能
な
も
の
で
あ
っ

て
も
、お
お
む
ね
四
方
の
長
さ
が

50
㎝
、重
さ
が
10
㎏
を
超
え
る
大

型
ご
み
は
、直
接
清
掃
工
場
へ
持

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

有
料
と
な
り
ま
す
の
で
、小
型
の

資
源
化
物（
カ
ン
類・
ビ
ン
類・
紙

類・そ
の
他・資
源
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
）は
、分
別
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
無

料
収
集
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
清
掃
工
場
持
込
処
理
手
数
料
）

　
50
㎏
以
下  

５
０
０
円

　
50
㎏
を
超
え
る
10
㎏
毎
に

　
１
０
０
円
を
加
算

清
掃
工
場
に
ご
み
を
持
ち
込
む
場

合
の
注
意
点

①
分
別
を
行
っ
た
状
態
で
持
ち
込

　
ん
で
く
だ
さ
い
。

②
市
の
指
定
ご
み
袋
で
持
ち
込
む

　

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
ご
み
の
積
み
下
ろ
し
に
つ
い
て

　

は
、係
員
の
指
示
に
従
い
、持

　

ち
込
ん
だ
人
ご
自
身
で
行
っ
て

　

く
だ
さ
い
。

④
排
出
者
で
は
な
く
、持
ち
込
ん

だ
人
の
責
任
に
お
い
て
、持
ち

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
建
築
廃
材
に
つ
い
て
は
、
日
曜

大
工
で
発
生
す
る
程
度
で
あ
れ

ば
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、多
量
の
草
木
等
を

持
ち
込
む
場
合
は
、
事
前
に
清

掃
工
場（
☎
�
３
２
４
５
）ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
込
み
時
間

・
月
～
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

・
第
１
・
３
日
曜
日（
一
般
家

　
庭
の
み
）

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

※
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で
に
、

入
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
末
年
始
は
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

草
木
の
ご
み
の
出
し
方

　
自
宅
の
周
り
の
草
刈
り
な
ど
で

出
た
草
木
は
、２
袋
程
度
ま
で
で

あ
れ
ば
、燃
え
る
ご
み
と
し
て
、

市
の
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
て
回
収

場
所
に
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
量
に
出
た
場
合
は
、回
収
場
所

に
出
さ
ず
、必
ず
清
掃
工
場
に
持

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
持
ち
込
み
の
場
合
、指
定
ご
み
袋

　

に
入
れ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
治
会
な
ど
で
の
清
掃
活
動
の　

ご
み
収
集
依
頼（
申
請
書
）

　

自
治
会
な
ど
団
体
で
の
清
掃

活
動
で
集
め
た
ご
み
の
収
集
運
搬

を
依
頼
す
る
場
合
は
、事
前
に
環

境
課
へ
依
頼
書
の
提
出
が
必
要
で

す
。
そ
の
際
、無
料
の
環
境
美
化

用
指
定
ご
み
袋（
黄
色
）を
配
布

し
ま
す
の
で
、お
早
め
の
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法（
特
定
家
庭

用
機
器
再
商
品
化
法
）

　

家
庭
等
で
使
わ
れ
な
く
な
っ

た
家
電
製
品
の
う
ち
、※
テ
レ

ビ（
ブ
ラ
ウ
ン
管・
液
晶・
プ
ラ

ズ
マ
）※
冷
蔵
庫・
冷
凍
庫
※
洗

濯
機・
衣
類
乾
燥
機
※
エ
ア
コ
ン

（
室
外
機
含
む
）に
つ
い
て
は
、

平
成
13
年
よ
り
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

法
が
施
行
さ
れ
、処
分
の
た
め
に

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
負
担
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
対
象
機
器

を
廃
棄
す
る
に
は
、購
入
し
た
販

売
店
に
引
き
取
り
を
依
頼
す
る
か

（
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
が
必
要
）、郵

便
局
に
て
該
当
の
リ
サ
イ
ク
ル
券

を
購
入
し
、指
定
取
引
所（
尾
鷲

市
矢
浜
一
丁
目
２
番
８
号
：
協
和

運
送
㈲
尾
鷲
倉
庫
）ま
で
持
ち
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

分
別
に
つ
い
て

　

分
別
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
参
照

に
し
て
く
だ
さ
い
。
目
安
と
し

て
は
、曲
げ
て
も
割
れ
な
い
も
の

や
、ハ
サ
ミ
で
簡
単
に
切
れ
る
汚

れ
の
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク（
ビ

ニ
ー
ル
）類
と
な
り
ま
す
の
で
、

分
別
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

異
物
の
混
入
に
つ
い
て

　
回
収
さ
れ
た
資
源
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
に
は
、生
ご
み
、お
む
つ
、

紙
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
異
物
が

混
入
し
て
い
た
り
、汚
れ
が
付
着

し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
汚
れ
を
取
っ
て
、正
し
い

分
別
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

可
燃
性
の
異
物
や
汚
れ
の
あ
る
物

に
つ
い
て
は
、可
燃
物
と
し
て
指

定
ご
み
袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ

清
掃
工
場　
☎
�
３
２
４
５

　
し
尿
の
く
み
取
り
は
、市
内
を

旧
町
内
と
地
区
セ
ン
タ
ー（
旧
出

張
所
）管
内
に
分
け
て
、期
間
を

定
め
て
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
中
に
ほ
か

の
地
域
か
ら
急
な
申
込
が
あ
っ
た

場
合
、す
み
や
か
な
対
応
が
困
難

と
な
り
ま
す
の
で
、ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

お
盆
や
正
月
、大
型
連
休
前
に
は

申
込
が
殺
到
し
ま
す
。
早
め
の
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、く
み
取
り
の
予
定
に
つ

い
て
は
、広
報
お
わ
せ
や
ク
リ
ン
ク

ル
セ
ン
タ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

☎
㉒
０
６
０
５

資
源
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
に

つ
い
て
の
お
願
い

し
尿
く
み
取
り
に
つ
い
て
の

お
願
い

ふ
れ
あ
い
収
集
サ
ー
ビ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い（
無
料
）

清
掃
工
場
へ
の
持
ち
込
み

ご
み



❽

男女共同参画週間　６月 23 日㈫～29 日㈪

地域力×女性力＝無限大の未来
　男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家庭で、それぞれの個性と能力を発揮できる「男女共同参画社会」を実現する
ためには、政府や地方公共団体だけでなく、国民の皆さん一人ひとりの取組みが必要です。
　男女共同参画は、女性運動の延長のように思われがちですが、本質は「性別に関わらず誰もが生きやすい社会づく
り」です。私たちのまわりの男女のパートナーシップについて、この機会に考えてみませんか？

三重県内男女共同参画連携映画祭 2015
映画で男女共同参画を考えましょう
　市では、三重県男女共同参画センター「フレンテみえ」、熊野市、紀北町、御浜町、
紀宝町と共催で、三重県内男女共同参画連携映画祭を開催し、映画「ぼくたちの家
族」の上映とプレトーク（上映前の簡易講話）を行います。ぜひ、ご参加ください。

©2013「ぼくたちの家族」製作委員会

「ぼくたちの家族」
～この家族なんて、とっくにぶっ壊れてんだ～

自分の家族を見つめ直してみませんか？
◆ 日　　時　　７月 12 日㈰　
　　　　　　　開場　午後１時　　開演　午後１時 30 分
　　　　　　　上映　午後 1 時 45 分～3 時 42 分　　　
◆ 場　　所　　尾鷲市民文化会館 （せぎやまホール）
◆ 定　　員　　960 人
◆ 料　　金　　無料（ 6 月 1 日 ㈪から整理券を配布します。）
　　　　　　　※整理券配布場所
　　　　　　　　市役所、中央公民館、各地区センター・コミュ
　　　　　　　　ニティーセンター、市民文化会館
　　　　　　　※電話での取り置きも可
◆ 託　　児　　１歳～未就学児も行います。
　　　　　　　※ 7 月 3 日㈮までの申込で、先着 10 人程度

お問い合わせ　市長公室　☎�８１３４

～市長と語ろう～　住民懇談会を開催します
　市長が住民の皆さんと気軽にお喋りをしながら、市政について意見交換をするた
めに、コミュニティーセンターの地区を基本に毎月１回開催し、皆さんの地区を訪
問します。ぜひ、ご来場ください。

三木里地区
日時：平成 27 年６月 29 日㈪　午後７時～
場所：三木里コミュニティーセンター

お問い合わせ　市長公室　☎�８１３１



❾

マイナンバー制度がもうすぐはじまります
■「マイナンバー」とは何のこと？

　マイナンバー（ 個人番号）とは国民一人ひとりが持
つ 12 桁の番号のことです。

■どうしてマイナンバーが必要なの？
マイナンバー制度には「市民のみなさんの利便性の向
上」、「公平・公正な社会の実現」、「行政の効率化」とい
うメリットがあります。
① 市民のみなさんの利便性の向上

　添付書類の削減など、行政手続が簡素化され市民の
みなさんの負担が軽減されます。また行政機関が持っ
ている自分の情報を確認したり、行政機関から様々
なサービスのお知らせを受け取ることができます。

② 公平・公正な社会の実現
　所得や他の行政サービスの受給状況を把握しやす
くするため、負担を不当に免れることや給付を不正
に受けることを防止するとともに、本当に困ってい
る方にきめ細やかな支援を行うことができます。

③ 行政の効率化
　市役所などで、様々な情報の照合、転記、入力など
に要している時間や労力が大幅に削減されます。複
数の業務の間での連携が進み、作業の重複などの無
駄が削減されます。

■自分のマイナンバーはどう知るの？
　平成 27 年 10 月以降、住民票を有する全ての人に、
１人１つのマイナンバー（個人番号）が通知されます。
※市役所から住民票の住所にマイナンバーの通知が送

られます。住民票の住所と異なるところにお住まい
の人は、お住まいの住所に住民票を移してください。

※マイナンバーは、一生使うものです。番号が漏えい
し、不正に使われれる場合を除いて、番号は一生変更さ
れません。
■「個人番号カード」を交付します。

　マイナンバーの通知後に申請すると、身分証明書や
様々なサービスに利用できる個人番号カードが交付
されます。

　※個人番号カードは平成 28 年１月から交付される
予定です。

■マイナンバーが必要なのはいつ？
　平成 28 年１月から、社会保障、税、災害対策の手続
きでマイナンバーが必要になります。
　例えば、児童手当の現況届の際に提示、厚生年金の
請求の際に年金事務所に提示したり、所得税の年末調
整の際に勤務先へ提示するときなどに使用されます。

■マイナンバーの取扱いの注意点は？
　勤務先や行政機関などで提示された他人のマイナ
ンバーは、法律で定められた手続きのために利用する
場合を除き、他人に提供したり、他の目的で利用した
りすることはできません。

マイナンバー制度のお問い合わせ
☎ 0570－20－0178
※午前 9 時 30 分～午後５時 30 分（土・日曜日、祝
　日、年末年始を除く）
マイナンバー特設ホームページ（内閣官房）http://
www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/

お問い合わせ　総務課　☎�８１１２

三重大学連携室を利用してください
　平成 14 年 12 月に、本市と三重大学の相互発展のため、文化、教育、学術の
分野で相互友好協力協定を締結してから、三重大学と連携し、積極的な取組み
が行われています。
　本市とは、「海洋深層水の利用に関する可能性実験（生物資源学部）」、「大庄
屋文書の調査研究（ 人文学部）」、「魚アラの有効利用（ 生物資源学研究科）」、

「有用海藻の養殖に関する研究（生物資源学研究科）」、「熊野古道のリラクゼー
ション効果調査研究（医学部、教育学部）」など多岐にわたり、さまざまな連携
が図られています。
　大学の専門知識やノウハウ、経験をもとに、市民や企業が抱えるさまざま問
題について、解決の糸口を提供するため、市役所庁舎内に「三重大学連携室」を
設置しています。
　新たな発想で新製品開発のイメージが浮かんだときや、研究したい問題点が
浮かんだときなど、技術相談、実験の相談、調査方法の相談などに利用してくだ
さい。

6 月からの相談日程
平成 27 年　６月 16 日㈫

7 月 15 日㈬
8 月 19 日㈬
9 月 17 日㈭

10 月 21 日㈬
11 月 18 日㈬
12 月 16 日㈬

平成 28 年　1 月 20 日㈬
２月 17 日㈬
3 月 16 日㈬

【時間】午前 10 時～正午
午後  １時～４時

※予約は前日の午後１時までに
　行ってください。
※相談日を変更する場合があり
　ます。

お問い合わせ　市長公室　☎�８１３４
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平成 27 年度 市県民税について
平成 27 年度の市県民税の納税通知書を送付します。
平成 27 年度から適用される主な税制改正については下記のとおりです。

　居住年の適用期限を、平成 25 年 12 月 31 日から平成 29 年 12 月 31 日まで４年間延長するとともに、平成 26
年４月１日から平成 29 年 12 月 31 日までに居住用に供した場合、控除限度額が拡充されます。

居住年 控除限度額

改正前 平成 25 年 12 月 31 日まで
所得税の課税総所得金額等の５％

（最高 97,500 円）

改正後

平成 26 年 1 月 1 日～
平成 26 年 3 月 31 日まで

所得税の課税総所得金額等の５％
（最高 97,500 円）

平成 26 年 4 月 1 日～
平成 29 年 12 月 31 日まで

所得税の課税総所得金額等の７％
（最高 136,500 円）

※ 所得税の住宅借入金等特別税額控除可能額のうち、所得税から控除しきれなかった額を、上記控除限
　度額の範囲内で市県民税から控除するものです。

※ 平成 26 年４月１日～平成 29 年 12 月 31 日までの控除限度額は、住宅の取得対価の額または費用の
　額に含まれる消費税の税率が８％または 10％である場合に限られ、それ以外の場合における控除限
　度額は改正前と同様です。

住宅借入金等特別税額控除の延長及び拡充

上場株式等に係る配当所得及び譲渡所得等に対する軽減税率の廃止
　申告分離課税を選択した上場株式等の配当所得及び上場株式等の譲渡所得等に係る 10％軽減税率（所得税７％、
住民税３％）の特例措置は、平成 25 年 12 月 31 日をもって廃止されました。
　平成 26 年１月１日以後は、本則税率の 20％（所得税 15％、住民税５％）が適用されます。

お問い合わせ　税務課　☎�８１７１

名古屋国税局から税務職員募集（高校卒業程度）のお知らせ　
職 種 税務職員採用試験

受 験 資 格
① 平成 27 年４月１日において、高等学校又は中等教育学校を卒業した日の翌日から起算して

３年を経過していない者及び平成 28 年３月までに高等学校又は中等教育学校を卒業する見
込みの者

② 人事院が①に掲げる者に準ずると認める者

申 込 期 間 【インターネット】　６月 22 日㈪ ～７月  １日㈬
【郵送又は持参】　６月 22 日㈪ ～６月 24 日㈬

試 験 日
第１次試験　９月６日㈰
第２次試験　10 月 14 日㈬から 10 月 23 日㈮までのいずれか指定する日

お問い合わせ　名古屋国税局　人事第二課　試験係　☎０５２- ９５１- ３５１１
　国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp
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児童手当

◆支給額
児童の年齢 児童手当の額（１人当たりの月額）

３歳未満 一律 15,000 円

３歳以上　小学校修了前 10,000 円（第３子以降は 15,000 円）

中学生 一律 10,000 円

◆支給対象
　中学校卒業まで（15 歳の誕生日後
の最初の３月 31 日まで）の児童を
養育している人

◆支給時期
　原則として、毎年６月、10 月、２
月にそれぞれの前月分までの手当を
支給します。

※原則、申請した翌月分からの支給と
　なります。
◆必要な添付書類
・健康保険被保険者（受給者）の保険証
・平成 26 年分の所得課税証明書（ 平
　成 27 年１月１日に市内に住民登録
　がなかった人）
・受給者名義の金融機関の通帳又は
　カードなど
・印鑑

◆手続き方法
　認定を請求するため、申請（15 日以
　内）が必要です。
・初めてお子さんが生まれたときや、
　第２子以降の出生により養育するお
　子さんが増えたなど、手当額が増額
　になるとき
・他の市町村に住所が変わったとき
・公務員になったとき、公務員でなく
　なったとき

◆続けて手当を受ける場合は、毎年６月に「現況届」の提出が必要です。
　現況届は、毎年６月１日の状況を把握し、６月分以降の児童手当等を引き続き受ける要件を満たしているかどうか
を確認するためのものです。

※届出が必要な人には通知しています。提出がない場合は、６月分以降の手当が受けられなくなりますので、注意して
　ください。

※児童を養育している人の所得が所得
制限限度額以上の場合は、特例給付
として月額一律 5,000 円を支給し
ます。

※「第３子以降」とは、高校卒業まで
（18 歳の誕生日後の最初の３月 31
日まで）の養育している児童のう
ち、３番目以降をいいます。

子育て多子世帯支援
紙おむつ購入費助成
　平成 27 年４月１日以降、第３子目以降を出産した世帯
を対象に、子が誕生した翌月から２歳になる月まで、月額
3,000 円の紙おむつ購入権を助成します。
◆ 対象者
・出生した第３子目以降の子（市内に住民票を有し、居住し

ている場合に限る）と同居し、その子を含む３人以上の子
を養育していること。

・出産前から市内に住民票を有し、居住していること。
　（出産後に転入された方は対象となりません）
◆ 助成の方法
・利用券を交付しますので、指定の店舗にて紙おむつと引
　換えください

つばき振興券 ( 地域振興券 ) 購入費助成
　子育て世帯が、７月下旬から販売予定の「つばき振興券（地
域商品券）」を購入する場合、購入費の一部を助成します。
◆ 対象者
・平成 27 年４月１日現在 18 歳未満 ( 平成９年４月２日

～平成 27 年４月１日生まれ ) のお子さまを養育し、平成
27 年５月１日現在、市内に住民票を有する世帯　

◆ 補助額（世帯あたり）
・養育する 18 歳未満の子の数が、１子の場合は 2,000 円、

２子の場合は 4,000 円、３子の場合は 8,000 円、以降１
子あたり 4,000 円増

◆ 助成の方法
・事前にクーポン ( 割引 ) 券を郵送しますので、購入の際に

お渡しください。

子育て世帯臨時特例給付金
　６月分の児童手当（特例給付を除く）を受給する人に
は、児童１人毎に 3,000 円を支給します。
※申請は、児童手当の現況届の手続とあわせて行います。
◆ 子育て世帯臨時特例給付金とは
　消費税率引上げの影響等を踏まえ、子育て世帯に、臨
時特例的な給付措置として実施されるものです。
・支給対象者　６月分の児童手当（特例給付を除く。）を
　　　　　　　受給する人
・対象児童　　支給対象者の平成 27 年６月分の児童手
　　　　　　　当の対象となる児童
・支給額　　　対象児童１人につき 3,000 円
・基準日　　　平成 27 年５月 31 日
・申請方法　　平成 27 年５月末に送付した児童手当の
　　　　　　　現況届の下欄にある「子育て世帯臨時特
　　　　　　　例給付金申請書（請求書）」に必要事項を
　　　　　　　記入し、提出してください。
・提出書類      ①申請書（児童手当の現況届の下欄）

　　　　　　②申請者の本人確認書類（運転免許証、住
　　　　　　　民基本台帳カードなど）の写し

◆ 注意事項
・支給方法は、児童手当振込口座への振込となります。
・ＤＶ被害者など、上記「支給対象者」以外の人でも申請
　が可能な場合がありますのでご相談ください。
・公務員の人は、上記「基準日」時点で住民票が市内にあ
　る人が対象です。
　（勤務先から案内がありますので、ご確認ください。）

このページのお問い合わせ　福祉保健課　☎�８２０１
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 今号は、晴天に恵まれ、とても暑かった大型
連休に行われたイベントなどの様子をご紹
介します。

イタダキ市（尾鷲魚市場）

防災フェア（夢古道おわせ駐車場）

ちびっこ大集合 in アクアステーション（古江町）
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☆満１歳の赤ちゃんの写真大募集 !! 写真に赤ちゃんの名前（よみがな）・保護者の住所・氏名・電話番号・コメントを添えて秘書広報係まで申込ください☆

５/14 ㈭ 民生委員・児童委員による街頭啓発活
動が行われ、啓発品を配布しました。（中村町、
古戸野町など）

５/14 ㈭ 矢浜小学校の児童が、間伐材に土のう
を取付し、アオリイカ産卵床を製作。船に乗っ
て産卵床設置を間近で見学しました。（天満）

５/12 ㈫ 三重県公共嘱託登記土地家屋調査士
協会と尾鷲市が、防災に関する基本協定を締結。
迅速な災害復旧が期待できます。（市役所）

５/13 ㈬ 50 年の長きに亘り、消防団活動で功
績を残し、瑞

ず い ほ う た ん こ う し ょ う

宝単光章を受賞した 西
に し お か

岡 健
たけし

さん。
市長室で伝達式が行われました。（市役所）

杉
すぎした

下 正
ま さ と

音くん
（南浦、父・増文　母・真由美）

お兄ちゃん お姉ちゃん 
と一緒に遊ぶのが大好き
な 正音君 です☆

松
ま つ い

井 湊
そ う し

志くん
（泉町、父・克磨　母・香奈子）

我が家の癒し系♪食いし
ん坊のそうちゃんです。

津
つ だ

田 結
ゆ め

芽ちゃん
（中村町、父・崇　母・香）

お兄ちゃんと遊ぶのが大
好き♡食いしん坊で元気
なユメちゃんです！

おねーちゃん大好き！

楞
か ど の

野 織
お り と

都くん
（中川、父・卓也　母・智沙子）
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交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
、

平
成
24
年
全
国
で
登
下
校
中
の
児

童
生
徒
が
死
傷
す
る
事
故
が
相
次

い
で
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
各
小

学
校
の
通
学
路
に
お
い
て
関
係
機

関
と
連
携
し
て
緊
急
合
同
点
検
を

実
施
し
、
必
要
な
対
策
内
容
に
つ

い
て
も
関
係
機
関
で
協
議
し
て
き

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
平
成
26
年
度
に「
尾
鷲

市
通
学
路
安
全
推
進
会
議
」を
設
置

し
ま
し
た（
メ
ン
バ
ー
：
尾
鷲
警
察

署
・
国
土
交
通
省
紀
勢
国
道
事
務

所
・
三
重
県
尾
鷲
建
設
事
務
所
・

尾
鷲
市
・
尾
鷲
市
教
育
委
員
会
・

尾
鷲
市
小
学
校
長
会
各
代
表
）。

　

そ
の
会
議
で
、引
き
続
き
通
学

路
の
安
全
確
保
に
向
け
た
取
組
み

を
行
う
た
め
、「
合
同
点
検
を
継
続

す
る
こ
と・
対
策
実
施
後
の
効
果

把
握
も
行
う
こ
と・対
策
の
改
善
、

充
実
を
行
う
こ
と
・
取
組
み
を
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル（
※
）と
し
て
繰

り
返
し
実
施
し
、
通
学
路
の
安
全

性
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
こ
と
」

等
を
示
す「
尾
鷲
市
交
通
安
全
プ

ロ
グ
ラ
ム
」を
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基

づ
き
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
、

児
童
生
徒
が
安
全
に
通
学
で
き
る

よ
う
に
通
学
路
の
安
全
確
保
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

※
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
…
計
画（
Ｐ

Ｌ
ａ
ｎ
）、実
行（
Ｄ
ｏ
）、評
価

（
Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
）、改
善（
Ａ
ｃ

ｔ
）の
プ
ロ
セ
ス
を
順
に
実
施

し
、維
持・向
上・改
善
す
る
手

法
の
こ
と
。

◆
合
同
点
検

　
各
小
中
学
校
は
通
学
状
況
の

確
認
や
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、自
治
会
等

か
ら
の
情
報
収
集
に
よ
り
、通

学
路
上
の
危
険
個
所
の
抽
出
を

７
月
ま
で
に
行
い
ま
す
。

　
市
教
育
委
員
会
は
、各
学
校

か
ら
提
出
さ
れ
た
危
険
箇
所
を

整
理
し
、尾
鷲
市
通
学
路
安
全

推
進
会
議
に
諮
り
ま
す
。
合
同

点
検
は
、年
１
回
夏
季
休
業
中

に
実
施
し
ま
す
が
、緊
急
性
が

高
い
と
認
め
ら
れ
る
事
態
が
発

生
し
た
場
合
は
、臨
時
合
同
点

検
を
実
施
し
ま
す
。

　
効
率
的
、効
果
的
に
合
同
点

検
を
行
う
た
め
、尾
鷲
市
通
学

路
安
全
推
進
会
議
に
お
い
て
重

点
課
題
を
設
定
し
、必
要
に
応

じ
て
学
校
や
保
護
者
等
へ
の
立

ち
会
い
を
求
め
ま
す
。

◆
対
策
の
検
討

　
合
同
点
検
の
結
果
か
ら
明
ら

か
に
な
っ
た
対
策
必
要
箇
所
に

つ
い
て
、
箇
所
ご
と
に
歩
道

整
備
や
防
護
柵
設
置
の
よ
う
な

ハ
ー
ド
対
策
や
交
通
規
制
や
交

通
安
全
教
育
の
よ
う
な
ソ
フ

ト
対
策
な
ど
対
策
必
要
箇
所

に
応
じ
て
、
具
体
的
な
実
施
メ

ニ
ュ
ー
を
検
討
し
ま
す
。

◆
対
策
効
果
の
把
握

　
合
同
点
検
結
果
に
基
づ
く
対

策
実
施
後
の
箇
所
等
に
つ
い

て
、
実
際
に
期
待
し
た
効
果
が

上
が
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
児

童
生
徒
等
が
安
全
に
な
っ
た
と

感
じ
て
い
る
の
か
等
を
確
認
し

ま
す
。

◆
対
策
の
改
善･

充
実

　
対
策
実
施
後
も
合
同
点
検
や

効
果
把
握
の
結
果
を
踏
ま
え

て
、
対
策
内
容
の
改
善･
充
実

を
図
り
ま
す
。

※
尾
鷲
市
通
学
路
安
全
推
進
会
議

　
の
事
務
局
は
、市
民
サ
ー
ビ
ス

　
課
で
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
教
育
総
務
課

　
☎
�
０
０
０
１

　
ウ
チ
ワ
エ
ビ
は
、十じ

っ
き
ゃ
く
も
く
 

脚
目
セ
ミ

エ
ビ
科
ウ
チ
ワ
エ
ビ
属
の
エ
ビ

で
、山
形
県
と
房
総
半
島
以
南
、

東
シ
ナ
海
沿
岸
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
東
岸
ま
で
、西
太
平
洋
の
熱

帯
、亜
熱
帯
域
に
分
布
し
て
い
ま

す
。
水
深
３
０
０
ｍ

ま
で
の
砂
泥
底
に

生
息
し
、当
地
で
は

沖お
き
あ
い
そ
こ
び
き
あ
み

合
底
曳
網
、刺
し

網
で
漁
獲
さ
れ
た

も
の
が
水
揚
げ
さ

れ
て
い
ま
す
。
産
卵

期
は
秋
で
、孵ふ

か化
後

は
イ
セ
エ
ビ
と
同

様
、親
と
は
全
く
異

な
る
姿
で
脱
皮
を

繰
り
返
し
な
が
ら

成
長
し
ま
す
。
そ
の

過
程
で
は
、平
べ
っ

た
く
透
明
な
ク
モ

の
よ
う
な
姿
で
海

を
漂
い
ま
す
。
こ
の
間
、ク
ラ
ゲ

を
乗
り
物
と
し
て
、ま
た
、餌
と

し
て
も
利
用
し
ま
す
。
ク
ラ
ゲ
の

英
名
が
ジ
ェ
リ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ュ
で

あ
る
こ
と
か
ら
、こ
の
ウ
チ
ワ
エ

ビ
の
幼
体
は
ジ
ェ
リ
ー
フ
ィ
ッ

シ
ュ
ラ
イ
ダ
ー
と
呼
ば
れ
、い
く

つ
か
の
水
族
館
で
し
ば
し
ば
展
示

が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
成

体
は
体
長
20
㎝
程
度
に
成
長
し
、

海
底
を
歩
行
し
て
移
動
し
、砂
に

隠
れ
る
習
性
が
あ
り
ま
す
。
平
た

い
体
を
し
て
お
り
、一
見
可
食
部

は
少
な
そ
う
に
見
え
ま
す
が
、イ

セ
エ
ビ
に
負
け
ず
と
も
劣
ら
な
い

美
味
し
い
身
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ

て
い
ま
す
。

尾鷲市交通安全
プログラム

ウ
チ
ワ
エ
ビ

交
通
安
全
プ
ロ
ク
ラ
ム

と
は

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？



　

初
夏
を
迎
え
、空
き
地
や
道
端

は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
花
や
果
実

で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に

カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
が
マ
メ
の

入
っ
た
莢さ
や

を
た
く
さ
ん
つ
け
て
い

ま
す
。
こ
の
莢
が
熟
す
と
カ
ラ
ス

の
よ
う
に
真
っ
黒
に
な
る
と
こ
ろ

か
ら
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
と
名
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。

  

カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
は
、
葉
の

付
け
根
に
托た
く
よ
う葉

と
よ
ば
れ
る
小
さ

な
葉
の
よ
う
な
も
の
を
持
っ
て
い

ま
す
。
托
葉
の
中
心
部
に
は
黒
い

斑
点
が
見
ら
れ
、こ
こ
か
ら
蜜
が

出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
蜜
は
ア
リ
を

呼
ぶ
た
め
に
あ
る
よ
う
で
、蜜
を

与
え
た
代
わ
り
に
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン

ド
ウ
に
や
っ
て
く
る
害
虫
を
追
い

払
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

  

カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
の
横
に

は
、姿
の
よ
く
似
た
ス
ズ
メ
ノ
エ

ン
ド
ウ
も
見
ら
れ
ま
す
。
莢
に
は

マ
メ
が
２
個
入
り
、カ
ラ
ス
ノ
エ

ン
ド
ウ
よ
り
ひ
と
ま
わ
り
小
さ
い

こ
と
か
ら
、カ
ラ
ス
に
対
し
て
ス

ズ
メ
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
同
じ
仲
間
で
、莢
に
４
個
の

マ
メ
を
持
ち
、カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド

ウ
よ
り
小
さ
く
、ス
ズ
メ
ノ
エ
ン

ド
ウ
よ
り
大
き
い
植
物
も
あ
り
ま

す
。
カ
ラ
ス
と
ス
ズ
メ
の
間
の
大

き
さ
で
あ
る
こ
と
か
ら「
カ
」と

「
ス
」と「
間マ

」の
文
字
を
並
べ
て

カ
ス
マ
グ
サ
と
名
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
カ
ス
マ
グ
サ
も
ご
く
普
通

に
見
ら
れ
る
雑
草
で
す
。

⓯

　
毎
年
５
月
31
日
は
、「
世
界
禁

煙
デ
ー
」で
、厚
生
労
働
省
で
は
、

こ
の
日
か
ら
６
月
６
日
ま
で
を

「
禁
煙
週
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
、た
ば
こ
の
害
が
広
く

知
ら
れ
、社
会
全
体
で
禁
煙
化
が

進
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す

が
、一
方
で
、若
い
女
性
の
喫
煙

率
の
増
加
や
、た
ば
こ
を
吸
わ
な

い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
難
し
い

家
庭
が
少
な
く
な
い
こ
と
も
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
市
が
平
成
24
年

度
に
実
施
し
た「
健
康
に
関
す
る

生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」の
結
果

で
は
、尾
鷲
市
の
喫
煙
に
お
け
る

特
徴
と
し
て
、喫
煙
率
が
三
重
県

民
健
康
意
識
調
査
に
比
べ
高
い
状

況
に
あ
り
、特
に
男
性
の
20
～
34

歳
層
で
喫
煙
率
が
高
く
、受
動
喫

煙
の
機
会
も
多
い
と
い
う
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

　
た
ば
こ
は
、生
涯
に
わ
た
り
、

健
康
に
関
し
て
多
様
な
影
響
を
与

え
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、子
ど

も
を
た
ば
こ
の
害
か
ら
守
る
こ
と

が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
妊
娠

中
の
女
性
が
た
ば
こ
を
吸
う
と
早

産
や
流
産
、低
出
生
体
重
児
の
リ

ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
て
、母
親
自
身
の
直
接
喫
煙
だ

け
で
な
く
、受
動
喫
煙
に
さ
ら
さ

れ
て
も
同
様
の
害
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
生
ま
れ
た
後
も
受
動
喫
煙
の
影

響
は
大
き
く
、影
響
が
考
え
ら
れ

る
病
気
と
し
て
、乳
幼
児
突
然
死

症
候
群
、気
管
支
炎
・
肺
炎
、ぜ
ん

そ
く
、中
耳
炎
、虫
歯
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、た
ば
こ
の
煙
が
消
え

た
後
、煙
に
含
ま
れ
る
物
質
が
喫

煙
者
の
髪
の
毛
、衣
類
、部
屋
の

カ
ー
テ
ン
、ソ
フ
ァ
な
ど
に
付
着

し
、そ
れ
が
汚
染
源
と
な
っ
て
第

三
者
が
た
ば
こ
の
有
害
物
質
に
さ

ら
さ
れ
る
こ
と
で
、最
近
、米
国

の
小
児
科
医
の
間
で
提
唱
さ
れ
ま

し
た
。
た
ば
こ
を
吸
う
人
の
部
屋

の
壁
や
家
具
は
ニ
コ
チ
ン
や
タ
ー

ル
で
黄
色
く
変
色
し
ま
す
が
、そ

れ
ら
が
時
間
と
と
も
に
化
学
変
化

を
起
こ
し
、よ
り
強
力
な
発
が
ん

物
質
に
な
る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ

り
ま
す
。
喫
煙
者
の
い
る
家
庭
は

至
る
と
こ
ろ
に
ニ
コ
チ
ン
が
深
く

沈
着
し
、ほ
こ
り
の
中
の
ニ
コ
チ

ン
量
を
調
べ
て
も
か
な
り
の
量
が

測
定
さ
れ
る
の
で
、ハ
イ
ハ
イ
を

し
た
り
床
に
寝
そ
べ
っ
た
り
低
い

位
置
で
過
ご
す
赤
ち
ゃ
ん
は
大
人

よ
り
多
く
の
有
害
物
質
を
取
り
込

ん
で
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
妊
婦
さ
ん
自
身
は
も
ち
ろ
ん
夫
、

祖
父
母
も
含
め
て
家
族
は
ぜ

ひ
と
も
禁
煙
し
ま
し
ょ
う
。

◆
子
ど
も
を
サ
ー
ド
ハ
ン
ド
ス
モ

ー
ク
の
害
か
ら
避
け
る
た
め

に
は
、子
ど
も
が
い
て
も
い
な

く
て
も
家
庭
や
車
の
中
で
た

ば
こ
を
吸
わ
な
い
こ
と
が
大

切
で
す
。

◆
何
よ
り
子
ど
も
を
喫
煙
者
に
し

な
い
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、最
初
の
１
本
を
吸

わ
せ
な
い
こ
と
が
重
要
で
、子

ど
も
の
周
囲
か
ら
た
ば
こ
を
遠

ざ
け
、た
ば
こ
の
有
害
性
を
伝

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　　
健
康
長
寿
推
進
係
で
は
、禁
煙

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
、左
記
の
と
こ
ろ
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
健
康
長
寿
推
進
係

☎
�
３
８
７
１

み
ん
な
で
健
康
づ
く
り

子
ど
も
を
た
ば
こ
の
害

か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
！

サ
ー
ド
ハ
ン
ド
ス
モ
ー
ク

子
ど
も
を
タ
バ
コ
の
害
か

ら
守
る
た
め
の
具
体
策

続 

尾
鷲
の
植
物
誌

カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ

（
マ
メ
科
）カラスノエンドウの花

３
種
類
の
果
実：
左
か
ら
カ
ラ
ス
ノ

エ
ン
ド
ウ
、カ
ス
マ
グ
サ
、ス
ズ
メ
ノ

エ
ン
ド
ウ



⓰

お問い合わせ　熊野古道センター　☎�２６６６　　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　http://www.kumanokodocenter.com/

お問い合わせ　    夢古道おわせ　☎�１１２４　    ホームページ http://yumekodo.jp/

　毎週日曜日は、申込不要で参加できる「その場でできる木工教室」（午後1時～3時受付、メニュー週替わり）
を開催しています。
　６月の予定：7日 ( 木の鍋敷き )・14日 ( はしづくり )21 日（ヒノキのおもちゃづくり）28日 ( 貝細工 )

◎企画展「シリーズ熊野のお祭り御浜町と阿
田和神社例大祭」
　企画展『シリーズ熊野のお祭り』第５弾。御浜
町の阿田和神社例大祭と御浜町の魅力をご紹介し
ます。
　◇期　間　～７月５日㈰
　　　　　　午前９時～午後５時　 ※会期中無休
　◇入場料　無料

◎自然学校
「熊野古道の植物を学ぶ～樹木編」

　熊野古道に自生する植物について学ぶ自然学校
を開催します。熊野市大吹峠道の波田須町側で樹
木（ツル植物を含む）の分類、生理・生態について
学びます。

◇日　時　６月 20 日㈯　午前 10 時～正午
◇参加料　300 円（保険料を含む）
◇定　員　20 人（要申込・先着順）
◇場　所　熊野古道大吹峠（熊野市波田須町）
◇講　師　橋本 博（熊野古道センター職員）

新しい古道の歩き方
◎蘇った道～順野・梶賀道
　かつて地域の生活道として使われた曽根町～甫母
町間、須野町～梶賀間の２つの峠道を歩き、古道周
辺の漁村を周回探訪するツアーを開催します。

◇日　時　７月４日㈯
午前８時 30 分～午後３時
※雨天の場合は 7 月 5 日㈰に延期

◇参加料　500 円（保険料を含む）
◇定　員　20 人 ( 要申込・先着順 )
◇場　所　曽根町・熊野市甫母町・須野町

（集合：JA 輪内横の駐車場）
◇講　師　大川 善士 氏

（賀田町「ルーパーの会」代表）

● お母ちゃんのランチバイキング　午前 11 時～午後 2 時
● 夢古道の湯　午前 10 時～午後 9 時

　毎月 26日はお風呂の日　子供（4歳～小学生）料金 300円が 100円です。
※３歳以下無料

夢 古 道 お わ せ

熊野古道センター

◎特別展　伊賀の組紐「中内　中作品展」
　伝統工芸品・伊賀の組紐の技術を継承しつつ、
独自の感性で組紐の新たな可能性を追い求める中
内 中氏（中内組紐工房 3 代目）の作品の数々を紹
介いたします。

◇期　間　～６月 21 日㈰ 
午前 10 時～午後３時 
※会期中無休

◇入場料　無料



⓱

当 番 医

当 番 薬 局

　時間は原則として午前９時～午後５時
　救急医療情報システムは☎�１１９９
◎変更する場合もあります。
◎紀北医師会
　http://www.kihoku-med.or.jp/

　各診療所での休日診療は、原則、第１・
３・５日曜日です。なお尾鷲総合病院で
は、すべての休日に、紀北医師会の当番
医が一次診療を行っています。
月　日 医　院　名 電　話
６/ ７ 玉 置 眼 科 �５６１１
６/21 長野内科小児科 �８５０１

月　日 薬　局　名　

６/ ７ く ろ だ 薬 局 病 院 前

６/14 く ろ だ 薬 局 病 院 前

６/21 く ろ だ 薬 局 病 院 前
イシブチ薬局大滝店

６/28 く ろ だ 薬 局 病 院 前

午前９時～午後５時

休日の急病はこちら

◎ K
コ コ
oko（心）K

カ ラ
ara（体）健康ウォーキングデー

日 時 コ ー ス 集 合 場 所 な ど

６月 23 日㈫
午前９時 30 分～正午頃
送迎バスあり
※要申込（先着順）

【定員】27 人

九鬼コース
町なかと

　オプション
約 3.1㎞

◆ 九鬼へ直接お越しの場合
【集合場所】九鬼コミュニティーセンター
【受付】午前９時～９時 10 分
◆ 送迎バスご利用の場合

【集合場所】福祉保健センター
【集合時間】　午前９時

このページの申請・お問い合わせ　健康長寿推進係　☎�３８７１

こころの健康相談

▼
配
布
先　
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

▼
完
歩
達
成
者（
※
順
不
同　
敬
称
略
）

⑰
奥
の
細
道
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２　
川
口
孝
子

⑯
奥
の
細
道
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１　
谷
口
勇
吉

⑮
東
北
～
盛
岡
～
秋
田
編　
谷
口
須
美
子

⑬
北
海
道
～
北
見
～
札
幌
編　
梶
田
美
織

⑫
北
海
道
～
稚
内
～
北
見
編　
高
芝
治
子

⑪
九
州
周
防
灘
～
伊
予・讃
岐
の
国
編

　

梶
田
卓
斌

⑩
九
州
周
防
灘
～
土
佐
の
国
編

　

山
田
房
子
、
上
岡
雅
代
、
西
村
美
保
、

　

桑
原 

保

⑨
九
州
周
防
灘
～
日
向
灘
沿
い
編

　

内
山
千
美
子

⑧
伊
予・讃
岐
の
国
編

　

中
川
哲
雄
、
中
川
啓
子

⑦
土
佐
の
国
編　
山
根
温
子

⑥
阿
波
の
国
編

　

中
村
久
美
子
、
山
城
あ
や
子

⑤
周
防
灘
編　
濵
中
多
眞
喜

③
奈
良・京
都

　

中
村
庫
三
、
川
口
千
佳
子

②
東
海
道
編　
世
古
ゑ
ち
子

①
熊
野
古
道
編　
田
中
美
子

「
て
く
て
く
ウ
ォ
ー
ク
60
万
歩

の
旅
」で
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
よ
り
楽
し
み
な
が
ら

続
け
ら
れ
る「
て
く
て
く
ウ
ォ
ー
ク
60
万

歩
の
旅
」マ
ッ
プ
を
無
料
配
布
し
て
い

ま
す
。

こころの悩みや不調を抱えていませんか。保健師による「こころの健康相談」を行っています。
お気軽に下記までお問い合わせください。
　【相談内容】　こころの健康についての相談
　【日時・場所】　ご相談に応じます。※電話でも相談できます。

◆子宮頸部・体部がん検診は、下記の医療機関で随時、受診することが
できます。
尾鷲総合病院 ☎� 3111、上田医院 ☎� 1329、海山レディース
クリニック ☎� 0888

◆申 込 先   健康長寿推進係 ☎� 3871（すべての場所）
　　　　　　九鬼センター　 ☎� 2004（九鬼・早田）
　　　　　　北輪内センター ☎� 2004（三木浦）
　　　　　　南輪内センター ☎� 2004（賀田・曽根・梶賀）

お問い合わせ　健康長寿推進係　☎�３８７１

◎乳がん・子宮頸がん検診（自己負担金があります）
実施日 乳がん受付 子宮頸がん受付 会場 定員

７月３日㈮
※申込は
６/12 日㈮
からです。

9:30 ～
10:30 なし 福祉保健センター 乳がん

のみ 40 人
13:10 ～

13:30
13:10 ～

13:30
賀田コミュニティー
センター 乳がん

40 人
子宮頸
がん 80 人

14:00 ～
14:10

14:00 ～
14:10

曽根コミュニティー
センター

15:00 ～
15:20

15:00 ～
15:20

梶賀コミュニティー
センター

◎胃がん・肺がん検診（自己負担金があります）
実施日 受付時間 会場 定員

７月 14 日㈫
8:00 ～ 8:20 九鬼魚市場

胃がん 50 人
肺がん 100 人9:30 ～ 9:45 早田コミュニティーセンター

７月 16 日㈭ 9:00 ～ 9:30 三木浦魚市場
※申込は 6/23 日㈫からです。

【持ち物】お茶、タオル、健康
HAPPY ポイント手帳
※必ず、事前に下記まで電話
か直接申込してください。
※申込受付は６月１日㈪から
です。（平日の午前８時 30 分
～午後５時 15 分）
※参加費無料
※雨天の場合中止。



⓲

◎
無
料
法
律
相
談（
要
予
約
）

　
29
日
㈪

　
午
前
10
時
40
分
～
午
後
３
時

　
大
川　
哲
次　
弁
護
士

◎
行
政
相
談（
要
予
約
）

　
24
日
㈬　
午
前
10
時
～
正
午

　
川
上　
輝
佐
子　

 

行
政
相
談
員

◎
特
設
人
権
相
談

１
日
㈪　
午
前
10
時
～
正
午

尾
鷲
市
人
権
擁
護
委
員

◎
司
法
書
士
相
談

　
16
日
㈫　
午
前
10
時
～
正
午

　
中
瀬　
幸
志　
司
法
書
士

　
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
☎
�
８
２
５
０

◎
児
童
相
談
・
女
性
相
談

　
９
日
㈫

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課　
☎
�
８
２
０
１

◎
三
重
大
学
連
携
室
相
談

16
日
㈫

　
午
前
10
時
～
正
午

　
午
後
１
時
～
４
時

　
※
前
日
午
後
１
時
ま
で
に
予
約

　
　
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
相
談
日
は
変
更
す
る
場
合
が

　
　
あ
り
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

市
長
公
室　
☎
�
８
１
３
４

　
第
２
回
定
例
会（
６
月
議
会
）の

日
程
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
日
㈪　
本
会
議

　
　
　
　
（
開
会
日
、役
選
）

２
日
㈫　
本
会
議

　
　
　
　
（
議
案
上
程
、提
案
説
明
）

８
日
㈪　
本
会
議

　
　
　
　
（
質
疑
、一
般
質
問
）

９
日
㈫　
本
会
議（
一
般
質
問
）

10
日
㈬　
本
会
議（
一
般
質
問
）

11
日
㈭　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

12
日
㈮　
生
活
文
教
常
任
委
員
会

15
日
㈪　
地
方
創
生
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
特
別
委
員
会

16
日
㈫
～
17
日
㈬

　
　
　
　
予
算
決
算
常
任
委
員
会

19
日
㈮　
本
会
議（
閉
会
日
）

※
本
会
議
、各
委
員
会
は
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
生
放
送
を
行
い

ま
す
。ま
た
、今
定
例
会
よ
り
エ

リ
ア
ワ
ン
セ
グ
で
試
験
的
に
放

送
を
開
始
し
ま
す
。な
お
、エ
リ

ア
ワ
ン
セ
グ
端
末
は
、27
年
度

中
に
全
世
帯
に
配
付
さ
れ
る
予

定
で
す
が
、ま
だ
配
付
、調
整
の

済
ん
で
い
な
い
世
帯
の
皆
さ
ん

は
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

※
日
程
は
、都
合
に
よ
り
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
議
会
事
務
局　
☎
�
８
２
１
１

　
学
校
に
お
け
る「
い
じ
め
」の

問
題
や
家
庭
内
に
お
け
る
児
童
虐

待
の
問
題
は
依
然
と
し
て
数
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
を
め
ぐ
る

人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
の

取
組
み
強
化
を
目
的
に
、全
国
一

斉
の「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０

番
」強
化
週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

◆
日
時

　
６
月
22
日
㈪
～
28
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　
※
土
・
日
は
午
前
10
時
～
午
後

　
　
５
時

「
子
ど
も
人
権
１
１
０
番
」

☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
津
地
方
法
務
局

☎
０
５
９
‐
２
２
８
‐
４
１
９
３

　
海
上
保
安
庁
で
は
、毎
年
６
月

を「
海
洋
環
境
保
全
推
進
月
間
」と

し
て「
未
来
に
残
そ
う
青
い
海
」

を
合
言
葉
に
海
洋
環
境
保
全
を
呼

び
か
け
ま
す
。

　
海
洋
汚
染
原
因
の
大
半
は
、故

意
や
取
扱
い
不
注
意
等
に
よ
る
、

人
為
的
な
も
の
で
す
。

　
美
し
い
熊
野
灘
を
未
来
の
子
供

た
ち
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に

は
、海
や
川
で
遊
ん
だ
あ
と
は
、

●
ゴ
ミ
を
持
ち
帰
る
！

●
汚
れ
た
水
や
油
を
海
へ
流
さ

　

な
い
！

な
ど
の
環
境
保
全
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　
お
問
い
合
わ
せ

尾
鷲
海
上
保
安
部
☎
�
０
１
１
８

　
Ｊ
Ｒ
東
海
で
は
、踏
切
設
備
の

な
い
場
所
で
列
車
の
直
前
を
横
断

し
、列
車
が
急
停
止
す
る
と
い
う

事
象
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
紀
勢
本
線
で
も
、列
車
直
前
横

断
で
列
車
が
停
止
す
る
事
象
が
発

生
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、一
歩
間
違
え
れ
ば
重

大
な
死
傷
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
踏
切
設
備
の
な
い
場
所
で
の
線

路
横
断
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
Ｊ
Ｒ
東
海
で
は
、踏
切
設
備
の

な
い
場
所
で
危
険
と
思
わ
れ
る
箇

所
に
は
、さ
く
垣・
フ
ェ
ン
ス・
注

意
看
板
等
を
設
置
し
て
警
告
し
て

い
ま
す
。

　
踏
切
や
地
下
道
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ

東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

　
紀
伊
長
島
工
務
区

　
　
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
０
‐
３
７
７
２
‐
３
９
１
０

有
料
広
告
欄

広告を掲載しませんか？
「広報おわせ」に掲載希望の広告を募集します。
８月号の締め切りは、６月 19 日㈮です。
大きさ １枠　縦 50㎜×横 80㎜ 詳しくは、

お問い合わせ
ください。

市長公室
☎�８１３２

掲載料
１枠につき月額
市内業者　１０，０００円
市外業者　１５，０００円

市県民税１期、国民健康保険税１期の納期限は６月 30日㈫です。　　税務課　☎�８１７３

市　
民　
相　
談

市
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

強
化
週
間

踏
切
設
備
の
な
い
場
所
で

の
線
路
横
断
は
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
！

海
洋
環
境
保
全
推
進
月
間



⓳

　
尾
鷲
市（
水
道
部
を
含
む
）の

指
定
金
融
機
関
は
７
月
１
日
㈬
か

ら
３
年
間
、「
百
五
銀
行
」に
変
わ

り
ま
す
。
ま
た
、尾
鷲
総
合
病
院

の
公
金
出
納
取
扱
店
は「
第
三
銀

行
」に
変
わ
り
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

出
納
室　
☎
�
８
１
８
１

　
平
成
27
年
産
水
稲
共
済
に
つ
い

て
、掛
金
の
納
入
期
限
は
６
月
30

日
㈫
で
す
。
納
付
書
等
が
届
い
た

ら
内
容
を
確
認
し
、納
期
限
ま
で

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、内
容
に
変
更
が
あ
る
場

合
は
、東
紀
州
農
業
共
済
事
務
組

合
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
東
紀
州
農
業
共
済
事
務
組
合

☎
０
５
９
７
‐
３
３
‐
０
１
４
７

■
講
座
内
容

ベ
テ
ラ
ン
の
語
り
部
が
、熊
野

古
道
の
歴
史・文
化
的
価
値
や
そ

の
周
辺
の
魅
力
、古
道
保
全
の

取
組
み
な
ど
を
解
説
し
ま
す
。

■
条
件

東
紀
州
管
内
の
５
市
町
に
在
住

ま
た
は
、在
勤
、在
学
し
て
い

る
人
で
、10
人
以
上
の
参
加
者

が
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
申
込
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
期
間・時
間

通
年（
た
だ
し
、年
末
年
始
、お

盆
を
除
く
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
の
間

■
講
師

熊
野
古
道
語
り
部
友
の
会

語
り
部

■
講
師
料

無
料（
会
場
費
は
、申
込
者
負

担
と
な
り
ま
す
。）

　
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

熊
野
古
道
語
り
部
友
の
会
事
務
局

（
東
紀
州
地
域
振
興
公
社
）

☎
０
５
９
７
‐
８
９
‐
６
１
７
２

　
放
送
大
学
で
は
、平
成
27
年
度

第
２
学
期（
10
月
入
学
）の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学

ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
、職
業
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

■
15
歳
以
上
の
人
な
ら
、１
科
目

か
ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生・

科
目
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き

ま
す
。

■
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を

持
っ
て
い
る
人
な
ら
、入
学
試

験
は
な
く
、全
科
履
修
生
と
し

て
入
学
で
き
、４
年
以
上
在
学

し
て
、１
２
４
単
位
を
修
得
し

卒
業
す
る
と
、学
士（
教
養
）

の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

■
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び

た
い
人
に
は「
放
送
大
学
エ
キ
ス

パ
ー
ト
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。　
　

　
第
１
回
出
願
期
間
は
、６
月
15

日
㈪
か
ら
８
月
31
日
㈪
ま
で
、第

２
回
は
、９
月
１
日
㈫
か
ら
９
月

20
日
㈰
ま
で
で
す
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
左
記
へ
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、放
送

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
付
し

て
い
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
放
送
大
学
三
重
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
９
‐
２
３
３
‐
１
１
７
０

電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強

化
期
間 

６
月
１
日
㈪
～
10
日
㈬

　
電
波
の
利
用
に
は
、ル
ー
ル
が

あ
り
ま
す
。

　
コ
ー
ド
レ
ス
電
話
や
特
定
小
電

力
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
な
ど
の
無
線

機
器
を
購
入
す
る
と
き
は
、必
ず

「
技
適
マ
ー
ク
」が
付
い
て
い
る

か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、外
国
規
格
の
無
線
機
器

は
、防
災
行
政
無
線
や
テ
レ
ビ
放

送
等
に
、妨
害
を
与
え
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、国
内
で
は
使

用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ

総
務
省　
東
海
総
合
通
信
局

◎
不
法
無
線
局
の
相
談

☎
０
５
２
‐
９
７
１
‐
９
１
０
７

◎
テ
レ
ビ
等
の
受
信
障
害
の
相
談

☎
０
５
２
‐
９
７
１
‐
９
６
４
８

海の幸・山の幸！　尾鷲の名産がお買い得 !!

６月６日㈯・７月４日㈯
午前８時 30 分～午後０時 30 分　尾鷲魚市場
お問い合わせ　尾鷲商工会議所　☎�２６１１
　　　　　　　水産商工食のまち課
出店者募集中 !! 詳しくは、お問い合わせを。

 

「三木浦こいやぁ」は６月20日㈯に開催します。

九　鬼　６月  １日㈪ ～  ３日㈬
早　田　６月  ４日㈭午前中、８日㈪
三木浦　６月  ９日㈫ ～11 日㈭
三木里　６月 15 日㈪ ～18 日㈭
古　江　６月 22 日㈪ ～25 日㈭
梶　賀　６月 29 日㈪
曽　根　６月 30 日㈫
賀　田　７月  １日㈬ ～  ６日㈪
お問い合わせ

クリンクルセンター ☎�０６０５

し尿くみ取り日程

　　老人クラブ６月の講座　老人クラブ連合会　☎�７９４１
講座名 日　　時 講座名 日　　時

カラオケさくら １・15 日 午前９時 30 分～ コ ー ラ ス 10・24 日 午後１時 30 分～

カラオケたんぽぽ ８・22 日 午前９時 30 分～ 民 謡 ４・18 日 午前 10 時～

俳 句 ８日 午後１時 30 分～ 生 花 12・26 日 午前９時 30 分～

折 り 紙 ９・23 日 午前 9 時 30 分～ 日 舞 ５・19 日 午前 10 時～

書 道 ３・17 日 午前９時 30 分～ 詩 吟 ５・19 日 午後１時 30 分～

茶 道 ３・17 日 午後０時 30 分～

指
定
金
融
機
関
変
更
の

お
し
ら
せ

熊
野
古
道
語
り
部
友
の
会

出
張
講
座

水
稲
共
済
に
つ
い
て

放
送
大
学 

学
生
募
集

不
法
電
波
か
ら
暮
ら
し
を

守
れ
！



《
一
般
図
書
》

・
波
乗
り
介
助
犬
リ
コ
シ
ェ　
　
ジ
ュ
デ
ィ・フ
リ
ド
ー
ノ
ほ
か　
著

　
生
ま
れ
た
時
か
ら
介
助
犬
と
し
て
育
て
ら
れ
た

リ
コ
シ
ェ
だ
っ
た
が
、あ
る
こ
と
で
不
適
格
と
さ

れ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、飼
い
主
が
教
え
た
サ
ー

フ
ィ
ン
で
才
能
を
発
揮
し
、や
が
て
障
害
を
持
つ

子
ど
も
や
、心
に
深
い
傷
を
負
っ
た
大
人
た
ち
に
希
望
を
与
え
、彼
ら
の

心
の
支
え
と
な
っ
て
い
く
。『
波
乗
り
介
助
犬
』の
感
動
的
な
物
語
。

・
コ
チ
ャ
レ
！　
　
上か

み
お
お
お
か

大
岡　
ト
メ　
著

　

 

「
コ
チ
ャ
レ
」と
は
、す
ぐ
実
践
で
き
る
小
さ

い
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
こ
と
。一
日
の
終
わ
り
に
机
の

上
を
キ
レ
イ
に
す
る
、光
る
も
の
を
磨
く
、歩
幅

を
い
つ
も
よ
り
広
げ
て
歩
い
て
み
る
…
。覚
悟
も

時
間
も
お
金
も
か
け
ず
、簡
単
に
気
分
が
上
向
き
に
な
る「
コ
チ
ャ
レ
」。

今
よ
り
ち
ょ
っ
と
元
気
と
や
る
気
が
ほ
し
い
人
に
お
す
す
め
で
す
。

そ
の
他

・
ご
ん
た
く
れ　
　
西さ

い
じ
ょ
う條　

奈な

か加　
著

・
考
え
方
ひ
と
つ
で
人
生
は
変
わ
る  　
稲い

な
も
り盛  

和か
ず
お夫　

著

《
児
童
図
書
》

・
ち
っ
ち
ゃ
な
サ
リ
ー
は
み
て
い
た
よ   

ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン・ロ
バ
ー
ツ  

文

　

サ
リ
ー
は
ク
ラ
ス
で
い
ち
ば
ん
小
さ
い
女
の

子
。全
く
目
立
ち
ま
せ
ん
。だ
け
ど
サ
リ
ー
は
い
ろ

ん
な
事
を
見
て
い
て
、い
じ
め
ら
れ
て
い
る
友
達

に
心
を
痛
め
て
い
ま
し
た
。で
も
み
ん
な
は
し
ら

ん
ぷ
り
。ほ
ん
と
に
こ
れ
で
い
い
の
か
な
？
あ
る

日
、勇
気
を
出
し
て
手
を
挙
げ
て
み
た
ら・・。小
さ
な
勇
気
が
大
き
な
力

に
な
る
事
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

そ
の
他

・
だ
い
お
う
い
か
の
い
か
た
ろ
う　
　
ザ・キ
ャ
ビ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー　
作

・
み
ず
た
ま
り
ぼ
っ
こ　
　
す
ず
き
は
つ
え　

作　

★
今
月
の
夜
間
観
望
会

５
日
㈮
～
６
日
㈯

満
月
・
土
星
・
木
星

12
日
㈮
～
13
日
㈯

土
星
・
か
み
の
け
座
系
外
星
雲

19
日
㈮
～
20
日
㈯

　
三
日
月
・
土
星

26
日
㈮
～
27
日
㈯

上
弦
過
ぎ
の
月
・
土
星

・
入
館
時
間　
午
後
７
時
～
９
時

・
夜
間
曇
雨
天
の
場
合
は
閉
館

★
昼
間
の
一
般
観
望

　
金
・
土
・
日
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

★
毎
月
第
三
日
曜
は『
家
庭
の
日
』

　
で
入
館
料
は
無
料
で
す
。

せ
ぎ
や
ま
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

フ
ラ
ガ
ー
ル

・
日
時　
６
月
14
日
㈰

　
　
　
　
開
場　
午
後
６
時
30
分

　
　
　
　
開
演　
午
後
７
時

・
入
場
料（
全
席
自
由
）

　
　
　
　
前
売
り　
５
０
０
円

　
　
　
　
当　
日　
５
０
０
円

　
　
　
　
※
発
売
中

・
販
売　
小
椋
商
会
、
ウ
ィ
ズ
・

ユ
ー
、賀
田
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
、三
木

里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、市
民
文
化
会
館
、

中
央
公
民
館

◆
お
は
な
し
だ
っ
こ
・
自
由
参
加

・
日
時　
６
月
４
日
㈭

　
①
１
歳
児
以
上
と
保
護
者

　
　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

　
②
０
歳
児
と
保
護
者

　
　
午
前
10
時
45
分
～
11
時
15
分

・
内
容　
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
、わ
ら

　
　
　
　
べ
う
た
、
指
遊
び
な
ど

　
※
兄
弟
で
の
参
加
は「
１
歳
児

以
上
」に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
お
は
な
し
の
時
間
・
自
由
参
加

・
日
時　
６
月
11
・
18
・
25
日
㈭

　
午
後
３
時
～
４
時

・
対
象   

幼
児

・
内
容　
紙
芝
居
・
絵
本
の
読
み

　
　
　
　
聞
か
せ
・
折
紙
ほ
か

◆
お
は
な
し
の
広
場
・
自
由
参
加

・
日
時　
６
月
13
・
27
日
㈯

　
午
前
11
時
～
正
午

・
対
象   

小
学
生

・
内
容　
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
、
紙
芝

居
ほ
か

６
月
の
休
館
日

１
・
８
・
15
・
21
・
22
・
29
・
30
日

２
０
１
５（
平
成
２
7
年
）

６
月
号

発
行

日
　

平
成

２
7

年
６

月
１

日
編

集
者

　
尾

鷲
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市
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編　
集　
後　
記

⒥
６
月
に
な
り
梅
雨
の
時
期
に

な
り
ま
し
た
ね
。
ジ
メ
ジ
メ
と

し
て
暑
い
日
が
続
き
体
調
を
崩

し
が
ち
で
す
が
、
水
分
補
給
な

ど
を
し
っ
か
り
し
て
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

６
月
と
い
え
ば
衣
替
え
で
す

ね
。
エ
コ
ス
タ
イ
ル
の
実
施
で

我
が
家
の
衣
替
え
が
早
く
な
り

ま
し
た
。
夏
ま
で
あ
と
少
し
で

す
ね
！

暑
く
な
り
、自
分
の
体
が
暑
さ

に
慣
れ
て
く
れ
る
の
か
不
安
で

す
。行
事
の
取
材
を
す
る
度
に
、

日
焼
け
し
て
し
ま
い
、ヒ
リ
ヒ
リ

す
る
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

♠
大
型
連
休
も
終
わ
り
、祝
日
の

な
い
６
月
に
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
だ
け
で
な
く
８
月
も
祝

日
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、平
成
28
年

か
ら
８
月
11
日（
山
の
日
）が
祝

日
に
な
る
の
で
、祝
日
が
な
い
の

は
６
月
だ
け
に
。
こ
こ
で
一
句

「
休
み
な
し　

祝
日
な
し
で
も　

ノ
ル
マ
あ
り
」

天
文
科
学
館 

☎
�
０
５
２
５

人　の　動　き
（４月末現在）

　人　口 19,290 人　  （ 前月比 -31）
  （男 8,960 人　女 10,330 人）

　世帯数 9,790 世帯（前月比 +9 ）
　転　入  101人　 　転　出 105 人
　出　生　  ８人　　 死　亡　35 人

その他   +1人　（住民基本台帳）

「広報おわせ」は、再生紙・植物油インキを使用しています。

大

お
わ
せ
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書 
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☎
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市
民
文
化
会
館
☎
�
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０
０
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